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文科省事業に看護師教育 VR プロジェクトが採択！ 

京都科学らと共同で 3 カ年の実証事業がスタート 

〜病院での現場経験が積めない時代、VR 臨床実習が学生の学びを変える！〜 

 

株式会社ジョリーグッド(東京都中央区、代表取締役：上路健介、以下 ジョリーグッド)と、医療・介護教

育シミュレータを製造販売する株式会社京都科学（京都府京都市、代表取締役社長：髙山俊之、以下 京都

科学）が共同で開発している「看護師教育VR」事業が、この度文部科学省の「令和2年度専修学校における

先端技術利活用実証研究」（※１）に、採択されたことを発表いたします。 

※１：専修学校における職業人材の養成機能を強化・充実するため、ＶＲ・ＡＲ等の先端技術の活用方策について実証・研究する事業。

文部科学省 採択結果：https://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/senshuu/1418823_00002.htm 

 本事業では、実習機会や学習時間が減少している看護師の育成環境構築を目的に京都科学と共に VR 教材を

開発し、全国の看護系専修学校にて実証・検証を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■進む高齢化で必要性が高まる看護師の育成、コロナで臨床実習がストップ 

 厚生労働省は２０１９年に看護職員（看護師、准看護師、保健師、助産師）が、２０２５年までに２７万人

不足するとの推計を発表しました。また２０２５年は、団塊の世代が７５歳に達し、後期高齢者人口が約２,２

００万人と急増し、国民の 4 人に 1 人が７５歳以上になるといわれています。看護職員の必要性は、高齢化に

伴って高まる一方です。 

看護師を育成する医科大学や看護系専修学校では、新型コロナウイルスの影響で病院に立ち入ることができ

ず実習の機会が失われています。また患者側のプライバシーへの意識が高まり、学生が実際に患者とコミュニ

ケーションを取る臨床実習が困難になっています。 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/senshuu/1418823_00002.htm


■VR でいつでもどこでも臨床体験！患者さんとのコミュニケーションも 

 本事業では、京都科学と共同で VR カリキュラムを制作します。制作した VR コンテンツの有効性を全国の

看護学校で３カ年をかけ、実際の看護学生に対し実証研究を実施。 

VR コンテンツの内容は、小児科、産婦人科、精神科など様々なシチュエーションを開発予定です。開発し

た VR コンテンツを用いて、学生へのランダマイズ検証や理解度テストなど、教育効果の比較検証を重ね、リ

モート環境でも従前の実習カリキュラムと同レベル以上の学習効果をもたらすプログラムの開発を目指しま

す。また、実際の臨床実習では経験できる症例が限られていますが、希少症例などを VR コンテンツ化するこ

とで、本来必要である症例の看護経験を積むことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■一対多の遠隔臨床実習を提供する「多接続リモート VR 臨床システム」 

 「多接続リモート VR 臨床システム」（以下 本 VR システム）は、講師と受講者が、どこか一箇所に集まる

ことなく、治療スタッフそれぞれの 360°視野を、どこからでも VR で一斉に臨床学習できる次世代型医療教

育システムです。本 VR システムを活用した遠隔 VR 講義では、VR による臨床実習を一斉に提供することで、

離れた場所にいる受講者らが現場に立ち会っているかのようなヴァーチャル実習を実現します。講師のタブレ

ットアプリでは、注視してほしいポイントをタブレット上に描画することで、受講者の VR 内での視線を誘導

するなど、昨今の新興感染症による休校や実習の休講の中でもスムーズなリモート VR 授業を進行することが

できます。本 VR システムを活用し、在宅環境下における遠隔リモート型ＶＲ授業の実証実験を行い、看護師

育成に必要な臨地実習時間を満たすことの出来る新たな実習カリキュラムの構築を目指します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

■VR カリキュラムの監修者コメント 

「VR 教育は、感染症や災害発生時でも遠隔でいつでもどこでも学生の学習を保障する」 

 

東京医科大学 医学部看護学科 教授 

東京医科大学病院 シミュレーションセンター センター長 阿部幸恵 先生 

地域包括医療が進む中、看護職者は、多様な場で最善の看護を提供できる実践

力が求められ、基礎教育は、その実践力の基盤を作る重要な役割を担っています。

学生たちが、現場をイメージしながら実践力を身に着けるために、シミュレーシ

ョン教育が導入されるようになりましたが、人・物・場所などの準備が障壁とさ

れてきました。この VR を用いたシミュレーション教育は、従来の障壁を乗り越

えるだけでなく、感染流行・災害発生時にも遠隔で学生の学習を保障するという

次世代型の学習の実現を可能にするものだと期待しています。 

 

 

ジョリーグッドは、本事業を通じて、with コロナ時代の新しい生活様式においても、学生に質の高い看護技

術学習の場の提供を実現し、充分な臨床実習経験値を持った人材の育成に寄与する高度 VR 教育カリキュラム

の構築を目指します。 

 

ジョリーグッドでは、共同で VR の実証研究を行う病院や医科大学、医療機器メーカーや医学会を募集してい

ます。 

問い合わせはこちら：https://jollygood.co.jp/opecloud 

 

 

■VR による臨床実習をいつでもどこでも「オペクラウド VR」（https://jollygood.co.jp/opecloud） 

 オペクラウド VR は、熟練医師やベテラン看護師、メディカルエンジニアなど治療現場のスタッフの視野を、

常設された高精度３６０度カメラ撮影・配信し、データ蓄積管理を行う統合システムソリューションです。医

師の働き方改革の中で、持ち帰ることができる VR が医療教育の質低下を解消し、すき間時間や自宅学習の限

られた時間の中で効率の良い学びの提供を可能にします。 

 

 

■株式会社京都科学について（https://www.kyotokagaku.com/jp/） 

https://jollygood.co.jp/opecloud
https://jollygood.co.jp/opecloud
https://www.kyotokagaku.com/jp/


 京都科学は１９４８年に島津製作所（創業１８７５年）の「標本部」より分離独立後、人体解剖模型をはじめ

生物・地学に関する数多くの学習教材の提供を通して、理科教育の普及・振興に寄与。高齢化が進む現在は、

医学・看護・福祉分野を担う人材育成を支援するために、各種シミュレータの開発、製造に注力しています。 

 

■株式会社ジョリーグッドについて（https://jollygood.co.jp/） 

ジョリーグッドは、高精度な“プロフェッショナルVRソリューション”と、VR空間のユーザー行動を解析する

AI エンジンなどを開発するテクノロジーカンパニーです。医療教育、障害者支援など、成長を加速し生きがい

を支援するVR・AIサービスを開発、提供しています。 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

株式会社ジョリーグッド  広報担当 小嶋 info@jollygood.co.jp TEL：03-4455-2694     

 

以上 
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